








































当該エッセイは， 1.国際法の目的， 2.国際法が適用される主体， 3.戦争，
4. 普遍的かつ恒久的な平和への道筋，の全4編で構成され，「注意」概念に











































世紀の論者から， Jean-LouisKluber, Johann Caspar Bluntschli, John 
Westlake, Henry Wheatonを検討の素材とする。
第 1款英米圏の論者による「注意」概念 (19世紀）
(1) Henry Wheaton 






検討へ移るまえに， Elementsof International Lawの 1866年版（第8版）
の位置づけを確認しておく。当該教科書のシリーズでは，先に検討した
Benthamの著作による用語の普及を受け(lO)'1836年版と 1848年版で「国












意」概念には，とりわけイギリスの捕獲審判所 (BritishCourts of Prize) , お
よびアメリカの国内裁判所の判例の引用部に diligenceの用語が使用される。
たとえば本書第 4部（敵対関係における国家の国際的権利），第I章（戦争の開










あたって全ての可能な注意を払っていなかった場合 (theparties had not used 
al possible diligence) (13)」。
そして，中立義務に関する規範として，このような「注意」概念は，「こ











内において，相当の注意をもって行使されねばならない (suchright must be 













Bello se non interponant, すなわち戦時においては，当事国の一方を他方
より優先しないこと，これが唯一中立国の正しい行動なのである”と述べて
いる (15)」という部分において，中立国の義務の文脈で，注意して一定の行

























(2) John Westlake (19世紀）
Westlakeの著作は 19世紀末から 20世紀初頭にかけて出版されているた
め，本節にも含まれるうえに， 20世紀の論者を扱う次節にも含まれる。本




Chapters on the Principles of International Lawでは， ChapterVIにて
「国際法の原則」が示される。この原則の中では，第4および第 15原則にお
いて「care」の語句で「注意」概念が登場するが，第4原則は国際法の内容
としての記述ではない (18)。同様に ChapterVIの第 15原則でも「great
care」の語旬が使用されているが，義務の文脈で使用されてはいない(19)。





























た，一般的な注意が喚起せられる (ageneral vigilance is aroused not only as to 



























19 冊紀に著作を残した独• 仏圏の論者として，ここではJean-Louis Kli-
her, Johann Caspar Bluntschliを扱う。
(1) Jean-Louis Kluber (Johann Ludwig) 
本節では， Wheatonの著作も引用のある， Jean-Louis Kluber (Johann 















利（法） (Droit absolus des eta ts de I'Europe entre eux)」，第 2部「欧州諸国間








る意図のもとで共同し (dans!'intention de veiller ensemble a lasurete de 
tous), かつその共同体の長に従うものは，国家 (etat) を構成する……それ


























































登場する。第 281 節「完全・限定的，一般• 特別な中立」では，以下のよう
な言及がある。


























(2) Johann Caspar Bluntschli 
(1)で検討した Kluberの著作から 40年を経たJohannCaspar Bluntschli 
















部の支援を阻止しなかった (England nicht sorgfaltig und nicht entschieden 














い (erist auch verpflichtet, in guter Treue dari.iber zu wachen und es zu verhin-
dern) (38)」と説明される。
この部分の記述では，たとえば注意 (Sorgfalt) という言葉や注意深く
(sorgfaltig) という表現をせずに，監視 (wachen) という用語が使用されてい
















ること (touse due diligence)」， Bluntschliのドイツ語訳は「……ないよう，
注意深く (sorgfiiltig)監視すること (wachen)」と訳されている。
第3項では「相当の注意の行使 (toexercise due diligence)」の文が，ほか












































法当局は特別の注意と用心を必要とする (Ebendesshalb erfordert die Recht-
spflege bei volkerrechtlichen Beschwerden eine ganz besondere Sorgfalt und 






























































































































ここでは， LassaFrancis Lawrence Oppenheim, John Westlake, James 
Leslie Brierlyについて検討を加える。
(1) Lassa Francis Lawrence Oppenheim 
本節では， LassaFrancis Lawrence OppenheimのInternationalLaw; A 









































いよう注意しなければならない (indoing this a State must be careful not to or-
der its envoys to perform such tasks as are by the law of the receiving State exclu-



















(Care must be taken not to damage the vessel or the cargo, and no force whatever 







Vol. 2の第 3部第 1章「中立法一般」における第 292節では，ハーグ平和
会議における中立国の権利義務の問題について議論と解決を行うため， T.
E. Holland教授が作成および修正を行ったリストが紹介されている (56)。16





輸出を防止すること［を義務付けられるか?] (To prevent, with more care 
than has hitherto been customary, the exportation of supplies, especially of coal, 



























もって防止することが可能であった (hecould have prevented with due dili-
gence), および防止について，不作為による有責な過失があったこと (has




































(2) John Westlake (20世紀）
ここでは， Westlakeの著作のうち， InternationalLaw, Part 1 & 2の第
2版（各 1910年， 1913年） (62)を検討対象とする。それぞれ， Intern a tional 



















































さらに第 14章「域外の国民の保護 (Theprotection of subjects abroad)」で
は，一般原則と題された節において，裁判拒否の概念が説明されている。す
なわち，「裁判が行われた国家の裁判拒否あるいは裁判の失敗が生じた場合，




























































intent or knowledge, or having reasonable cause to believe) (74)" であったとい
う。
(567) 
（法学 2018) 82-5-67 























相当の注意を行使することであると理解されてはならない (Thefirst of these 
canons must not be understood as carrying due diligence to a point at which it 




注意が払われねばならない (themore important are the issues at stake the 



















































































（法学 2018) 82-5-71 
























(3) James Leslie Brierly 







































































基準は，当然に状況によって変化する (Thestandard of diligence naturally 
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